様式第1号（第４条関係）
低所得世帯商品券助成申請書
塩竈市長　殿
1. 申請・請求者（世帯主）
	フリガナ
	生年月日
	現住所

	氏名
	
	

	
	年 　月 　日
	〒

	
	
	


2. 申請者が属する世帯の状況　※令和8年1月18日時点の世帯のすべての構成員について記載
	
	フリガナ
	申請者
との続柄
	生年月日
	令和７年１月１日時点の住所

	
	氏名
	
	
	

	1
	（申請者）
	本人
	
	□現住所と同一

	
	
	
	
	□異なる (　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

	2
	
	
	年
月  日
	□現住所と同一

	
	
	
	
	□異なる (　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

	3
	
	
	年
月  日
	□現住所と同一

	
	
	
	
	□異なる (　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

	4
	
	
	年
月  日
	□現住所と同一

	
	
	
	
	□異なる (　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

	5
	
	
	年
月  日
	□現住所と同一

	
	
	
	
	□異なる (　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）


3. 確認欄（以下の内容を確認し、①②に当てはまる場合□に✓を入れて下さい。）
裏面にある特記事項をご確認下さい。
	□
	①　世帯の全員が、令和７年度住民税非課税です。

	
	②　世帯の全員が、住民税が課されている他の親族等の扶養を受けていません。

	
	③　世帯の中に、住民税課税となる所得があるのに未申告である者はいません。


※チェックがある場合に限り、対象世帯に該当し、商品券が受け取れます。
4. 提出書類
□申請・請求者本人確認書類の写し　　　　　：運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード等
□世帯全員の非課税を確認できる証明書の写し：非課税証明書など
上記申請事項に相違ありません。
	申請日（記入日）
	令和　　　年　　　月　　　日

	申請者氏名
	

	電話番号
	


■特記事項
　※他市町村において、物価高騰重点支援地方創生臨時交付金等を活用した低所得世帯向けの支援を受けた世帯は、助成対象となりません。
　※租税条約による住民税免除を届け出ている場合は、助成対象となりません。
　※助成要件の該当性等を審査するため、市が必要な住民基本台帳情報、税情報等の公簿等の確認を行うことや必要な資料の提供を他の行政機関に求める・提供する場合がございます。
[bookmark: _GoBack]　※公簿等で確認できない場合は、関係書類の提出を求める場合がございます。
　※申請内容が誤っている場合は商品券の返還を求める場合がございます。
　※扶養を受けているか分からないときは、両親や子ども等のご家族に確認してください。
　※意図的に虚偽の記載をした場合は、不正受給として詐欺罪に問われる場合がございます。
　※この申請書は、市において商品券助成決定をした後は、商品券の請求書として取り扱います。
　※ご不明な点がございましたら、低所得世帯商品券コールセンターまでお問い合わせ下さい。
　
